
 

報告第５号 

   一般財団法人やない花のまちづくり振興財団の事業計画及び予算について 

一般財団法人やない花のまちづくり振興財団の令和６年度事業計画に関する書類を、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、報告する。 

 令和６年６月５日提出 

柳井市長  井 原 健太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1



 

 

 

 

 

 

2



 

 

 

 

令和６年度事業計画書及び予算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一財）やない花のまちづくり振興財団 

 

 

 

3



 

目     次 

 

 

○ 一般財団法人やない花のまちづくり振興財団  事業計画書 

 

１ 事業目標 ············································································· ５ 

 

２ 事業計画 ············································································· ５ 

 

 

 

○ やまぐちフラワーランドの管理運営に係る事業計画 

 

１ 運営上の基本方針 ································································· ８ 

 

２ 花きの植栽計画 ································································· １０ 

 

３ イベント、講座等の実施計画 ··············································· １８ 

 

４ 花きに関する情報提供や広報宣伝などの実施計画について ······· ２４ 

 

５ 収支計画（別添） ······························································ ２６ 

 

６ その他の利用促進策について ··············································· ２６ 

 

７ 地域や団体などとの協働について········································· ２８ 

 

８ その他 ············································································· ２９ 

4



 

 

令和６年度 

一般財団法人やない花のまちづくり振興財団 事業計画書 

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで） 

 

１ 事業目標 

市民、地域団体、企業、花き生産者、行政などが、協働して「花のまちづくり」ができ

る環境づくりに取り組むことにより、地域の花き振興の推進、地域内外の交流による地域

の活性化、快適な生活空間の創出に寄与することを目的に事業を実施します。 

また、財団の設立趣旨に基づき「やまぐちフラワーランド」が柳井市はもとより山口県

全域の花のまちづくり拠点となるよう、指定管理者として当該施設を適正に管理運営しま

す。 

 

２ 事業計画  

（１）緑化と花いっぱいの推進 

ア 花の育苗ボランティア活動（市民力による花いっぱい運動の推進及び啓発） 

育苗ボランティアが、花を種子から育苗し、配布することで、公共施設などでの花

壇づくりを推進します。 

具体的には、ボランティアで育苗された苗の半数を回収し公共施設に配布・活用し

ます。残る半数は育苗ボランティアの自宅や地域での花壇づくりに活用します。また

フラワーランド協賛店とも連携して、町並みを花で飾る活動を推進します。 

さらに、学校育苗ボランティアとして、小・中学校でも種子からの育苗を実施し、

育てた苗の半数を公共施設向けとして回収、残る半数は学校での花壇づくりなどに活

用することで、子どもたちの花育や情操教育に寄与する活動を推進します。 

 

イ 市民花壇に対する支援 

柳井市内の市民団体などが管理運営している市民花壇を対象として、年２回の苗・

肥料の支給、相談・技術的助言を行うことにより、緑化と花いっぱい運動を効率的、

効果的に進めます。また、一部試験的に「摘んで良い花壇」の取り組みを実施し、

市民参加型のモデルケースの検証を行います。対象花壇数：５３か所（４２団体） 

 

ウ 推進地区の設定 

柳井駅から柳井小学校までの麗都路通りや白壁の町並みを「緑化と花いっぱい運

動推進地区」に設定して、年２回、花苗などを支給し、柳井市の玄関口の飾花に努

めます。 

       

（２）花に関する情報収集及び花のまちづくりに関する啓発普及活動 

花のまちづくりや花の楽しみ方、園芸技術水準やガーデニングに対する思いを満足

させる情報の収集、広報紙やＳＮＳによる情報発信に取り組み、啓発普及活動を推進
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します。 

  ア 花のまちづくり：「シビックプライド」の醸成を図るため、花の楽しみ方、花のあ

る生活など花に関する情報の収集、調査研究を行い、花との触れ合いの機会を提供し

ます。 

 

  イ 啓発普及：花に関する情報を広報紙やＳＮＳにより発信し、花のまちづくりへの参

加、協力等を促進していきます。 

 

  ウ 花育の推進：小中学校を主体として、教育や地域活動に花を取り入れる取組を行い、

花と緑に親しみ・育てる機会を提供することにより、やさしさや美しさを感じる情操

性を育む活動を進めます。 

 

  エ 子育て支援：花と緑に囲まれた自然環境の中で、妊娠・出産・育児の悩みや不安や

ストレスを解消することにより、健康管理とリラックス感を得ることを目的とします。 

また、託児による子どもの預かり場所を設けることで、異なる世代間の交流を促進

します。 

引き続き、毎月第３日曜日の家庭の日については、小中学生無料の取組を進めると

ともに、他施設や地域での行事との連携を図り、積極的に子どもたちの入園を促進し

ます。 

 

オ 園芸療法の普及・推進：定期的な勉強会を開催するとともに、福祉・医療施設など

と連携して、園芸療法の周知に取り組みます。また、公民館活動等の講演・ワークシ

ョップへ講師を派遣し、教育機関からの職場実習等も受入れます。花との触れ合いを

通じて、地域で生活する支援を進めます。 

 

カ エディブルフラワーの推進：エディブルフラワー（食用花）の植栽、販売などを行

い、花使いの多様性を提案します。 

    

（３）やまぐちフラワーランドの管理運営業務の実施 

（詳細については、別紙 1やまぐちフラワーランドの管理運営に係る事業計画（令和６

年度）） 

やまぐちフラワーランドの指定管理者として、施設の効用が十分に発揮できるよう地

域力を結集して適切な管理運営に努めるとともに、来園者が花と緑に親しむ場を提供し

ます。 

年間来園者数１２万人を当面の目標として、イベントやＰＲを行い来園者の拡大に努

めます。 

 

ア 管理運営業務  
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（ア）施設及び設備の維持管理 

利用者が安全で快適に利用できるよう、各種マニュアルに基づき、施設及び設備の

機能維持に努めます。 

 

（イ）花との触れ合いの機会の提供 

来園者が庭づくりに生かせるようなガーデニングを提案するため、多くの品目・品

種の花材を使用し、花本来の性質を十分に生かした花壇管理を行います。 

また、花の香り、色彩の魅力を自分だけで楽しむだけでなく、1 本の花の中にある

生産者の想いを伝え１本の花が人とつながるコミュニケーションツールとなり、普段

の生活の中に花を使いやすく、より身近に感じてもらえる提案や、環境にやさしい植

物の利用や摘み取り体験など植物を使った講座等の提案を行います。 

 

 （ウ）県民の「サード・プレイス」としての価値を創造 

コロナ禍において関心が高まったガーデニングや、自然とふれあうことの大切さが

引き続き求められる中、「やまぐちフラワーランド」がその役割を果たせるよう環境

を整備します。園内の草花や空間から、自宅や職場とは違う心地よさを感じる第３の

居場所、いわゆる県民の「サード・プレイス」を目指します。 

また、関係機関と連携し「シビックプライド」の醸成を図り、地域と連携し「マイ

クロツーリズム」の一画を担える施設を目指します。 

 

（エ）花に関する情報、資料の収集及び提供 

花に関する書籍の充実を図り、各種情報の収集と情報交換ができる場とします。 

ホームページやフェイスブックのほか多様な広報媒体により、各種情報を地域内外

に発信します。 

また、他施設との連携を積極的に行い、各種の情報提供に努めます。 

 

（オ）施設等の使用許可及び入園料、施設使用料の収受 

施設及び設備の適正な使用、正確な入園料、施設使用料の収受に努めます。 

 

イ 自主事業 

来園者の利便を図るため、フラワーランドの魅力が高まるよう、花と緑をテーマとする

魅力ある運営を基本とした物販事業を実施します。 

実施に当たっては、各種機関との連携により県内産花きの消費拡大やオリジナル商品の

開発に努めるとともに、花の楽しみ方の提案も行います。 

花苗や鉢花、切り花などについて、市場や生産者、種苗会社などとの連携強化、山口県

花き振興センターとの連携など、多角的視点からの販売展開を進めます。 

特に、花苗については展示と販売の結び付けを強化し、園芸に関心のない方や初心者で

も取り組みやすい提案を行います。 
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（別紙１） 

やまぐちフラワーランドの管理運営に係る事業計画（令和６年度） 

 

１ 運営上の基本方針 

 

（１）目指すべき方向 

やまぐちフラワーランドは、年間を通じ温暖、多日照である柳井市に設置されており、

1年を通じて花に触れ合う機会を提供できる施設となっています。 

この特性を活かし、「癒し」「花育」「生涯学習」など、花の持つ多様性を発揮できる

施設運営を目指します。また、花の情報受信基地として、花のある生活シーンや価値観を

提案し、花のまちづくりの拠点とします。「すべての人が花きを通じ、癒しと楽しみ、生

きがいを生み出す」ことを目指した、ユニバーサルガーデン（Universal Garden：すべて

の人の庭園）として施設を運営します。 

フラワーランドは、「人」と「自然」との関わりの中で、共に考え、成長していく施設

となることが望まれており、「山口県の花」を基本として、来園者と関係者がそれぞれ主

役となって交流することができる場となる運営を目指します。 

  そのため、単なる施設運営ではなく、県民・地域の人々から愛され、親しまれる施設と

なるよう努めます。 

コロナ禍において関心が高まったガーデニングや、自然とふれあうことの大切さが引き

続き求められる中、「やまぐちフラワーランド」がその役割を果たせるよう環境を整備し

ます。園内の草花や空間から、自宅や職場とは違う心地よさを感じる第３の居場所、いわ

ゆる県民の「サード・プレイス」を目指します。 

  あわせて、隣接する山口県花き振興センターとの連携を図り、山口県の花き振興の総合

拠点としての機能を発揮することのできる運営を心がけます。 

さらには、山口県東部地域での観光資源としてのニーズも高まる中、広島広域都市圏の

一画を担う柳井市として、山口県の交流人口の増加も視野に入れ、関係機関と連携し「シ

ビックプライド」の醸成を図り、地域と連携し「マイクロツーリズム」の一画を担える運

営を目指します。 

 

（２）基本方針 

ア 花きの消費に対する意識の高揚を図り、地域の花き振興に寄与するように努めます。 

花のある生活文化の創造につながる多様なガーデニングを提案し、消費者の花き消費に

対する意識を高める運営を展開します。 

 

イ 丈夫で使いやすい花材や花の組み合わせを、より一層わかりやすく提案することによ

り、家庭や地域において、気軽にガーデニングに取り組めるような環境づくりを進める

ため、販売・体験・講習会などの充実を図ります。 
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ウ 植替花壇については、気象・土壌条件に馴染む品種、地元で生産される「こだわりの

花苗」を植栽するとともに、花きの地産地消の促進や花き育苗の知識向上、生産・販売

等に関する情報を提供することにより、県内花き生産者の養成、産地化を支援します。 

  また、花壇の土壌改良も進んでいることから、園内に植栽する花壇苗は、標準的な培

土を利用し、柳井市周辺の生産農家だけでなく、県内全域からも花壇苗が受容できる体

制を確立し県内花き生産の支援を行います。 

 

エ 自然環境を活かした触れ合いの場として活用します。 

フラワーランドは、従前の棚田の地形や周囲の山林が極力自然のまま残され、地域の

歴史的建造物である長溝水路も活かされた施設となっています。 

里山環境やビオトープを保全し、自然と歴史と造成された庭園等を一体的に利活用し、

交流、触れ合いの場として提供します。 

 

オ 地域との連携による参加型・交流型の運営による、リピーターの確保に努めます。 

市民・学校・各種団体等に働きかけ、コミュニティガーデンの庭づくりに積極的に参

加を促し、地域と共に育つフラワーランドを目指します。 

 

カ 来園者が交流できる参加型・体験型のイベント・講習会などを充実させ、情報の共有・

受発信を行い、花や緑に対する意識や活動を活性化させる運営を行います。 

また、団体・グループの活動フィールドとしての施設の利用を促進し、花のまちづく

りの拠点をめざします。 

 

キ 花と緑に囲まれた自然環境の中で、妊娠・出産・育児の支援に繋がる取り組みとして、

花や自然と触れ合える体験等を提案します。 

 

ク 次世代を担う子どもたちが、花に親しみを持ち、花と関わる環境づくりに努めます。 

 

ケ 子ども、高齢者、障がい者等の区別なく、誰でも参加できる企画・運営を行います。 

  フラワーランドは、ユニバーサル施設計画を基に整備されており、花や園芸の持つ「心

の癒し」、「心の健康」の効果の検証として、園芸療法等の考えを取り入れ、植物や土

と触れ合うことで、あらゆる人に安らぎを感じてもらえる運営を目指します。 

 

コ 園内の草花や空間から、自宅や職場とは違う心地よさを感じられる第３の居場所、い

わゆる県民の「サード・プレイス」を目指します。 

 

サ 山口県の交流人口の増加も視野に入れ、関係機関と連携し「シビックプライド」の醸

成を図り、地域と連携し「マイクロツーリズム」の一画を担える運営を目指します。 
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シ 山口県花き振興センターと連携した運営に努めます。 

  「山口県花き振興センター」と「やまぐちフラワーランド」が同一敷地内に整備され

た特性を活かすため、両施設の連携を密にした運営を行うことにより、県産花きの生産、

県民への情報提供、販売促進など相互に機能を補完しながら、相乗効果を発揮できるよ

う努めます。 

 

ス 他の各種施設と連携を図り、やまぐちフラワーランドのＰＲと花の情報発信に努めま

す。 

 

セ ボランティアの参画による運営の活性化に努めます。 

施設運営を活性化させていくための地域住民の参加システムは不可欠であり、その一

環として、開園当初から組織している「フラワーランド倶楽部」を中心に、園内ガイド

やワークショップ等にボランティアでの参画を促します。 

 

 ソ 民間事業者との連携について、調査・研究を進め、来園者の増加や満足度の向上、物

販施設の売上増につながるアイデアを創出し、効果が期待できる手法・提案については、

早期にその具現化を目指します。 

また、イベントの企画、物販施設の運営など、花壇の管理以外の分野で民間活力を活

かした斬新な手法を導入するため、民間事業者との連携について調査・研究を進めます。 

 

 タ 新型コロナウイルス感染症等に対する感染防止対策を徹底します。 

   国や県の指針に基づき、引き続き基本的な感染対策を実施します。 

 

２ 花きの植栽計画 

 

（１）基本的な考え方 

やまぐちフラワーランドは来園者に、ガーデニングの提案を行うため、多くの品目・品

種の花材を使用し、本来の性質を十分に活かした花壇管理を行います。また、植物を使っ

た体験や遊びの提案を行います。 

令和６年度についても、品目、品種を厳選し、コレクション花壇を使って園内に植栽す

る品種全部の展示紹介を行い、それらの花、葉物を組み合わせて各花壇を彩ります。気象

条件の影響を受けやすい草丈の高い品目も積極的に取り入れ、立体的でボリューム感のあ

る花壇を演出します。 

大面積のフラワーガーデンは、同一品目または複数品目のグラデーションとなるように

植栽し、特に最下段のエリアは、イースターやハロウィンなど季節の行事に合わせ、装飾

雑貨も取り入れながら、写真スポットとなるような花壇とします。 

生産者や種苗メーカーなどと連携しながら、積極的に試験栽培を実施し、年間を通して
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元気な花たちが咲き誇る花壇づくりを目指します。 

収穫や体験型イベントなどに使える花壇を利用し、各種教室との連携を図ります。家庭

や地域、学校など様々な場面で取り入れることのできる花壇づくり、情報交換のできる場

づくりとなる運営を行います。 

プランターやハンギングバスケットの活用、立体的な展示なども取り入れ、四季を感じ

とることのできる庭園づくりを目指します。 

観賞温室については、山口県内産の花きの鉢物を展示し、ＰＲスペースとして活用しま

す。 

山林部に隣接している立地条件を活かし、自然との共生の中で魅力ある空間づくりを提

案します。 

山口県花き振興センターや各種苗メーカーと連携し、鉢物・苗物展示会（パックトライ

アル）を開催します。展示会に向けた試験栽培や園内での実証展示も行い、より多くの品

目・品種、新しい品種の紹介にも努め花の消費拡大を図ります。 

また、広く県内生産者の生産支援を進めるため、園内に植栽する花壇苗は、標準的な培

土を利用し生産します。山口県内の他の地域の花き生産農家においても、標準的な培土を

利用した花壇苗の生産を段階的に拡大し、柳井市周辺の生産農家だけでなく、県内全域か

らも花壇苗を受容できる体制の確立に取り組みます。 

 

（２）計画内容  

月 旬 本数 備 考（主な花等） 

４ 上旬 43,580 ペチュニア、ロベリア、バーベナなど 14品目 

５ 上旬 42,890 サルビアファリナセア、エキナセアなど 10品目 

６ 上旬 44,040 コリウス、トレニア、ニチニチソウなど 18品目 

７ 上旬 14,870 アンゲロニア、ケイトウ、ペンタスなど 9品目 

９ 上旬 55,280 コスモス、キキョウ、ジニアなど 14品目 

11 上旬 129,100 パンジー、ビオラ、ストックなど 18品目 

３ 上旬 50,890 アイスランドポピー、シレネ、ネモフィラなど 17品目 

計  380,650  

 

ア 植栽基本計画 

花壇名 コンセプト 植栽花材（6年度） 

エントランス 

（円形花壇） 

低木を境に中央には高性の季節を感じさせ

る花材、外側には鮮明な花色の品種を使い、

道路や駐車場からの視点に対応したボリュ

ーム感とインパクトのある演出を行いま

す。 

植栽回数は年４回。 

 

◇ 4～5 月：ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾊﾞｰﾍﾞ

ﾅ 

◇ 6～8 月：ﾋﾏﾜﾘ、ﾏﾘｰｺﾞｰﾙ

ﾄﾞ 

◇ 9～10 月：ｹｲﾄｳ、ｺﾘｳｽ、

ｼﾞﾆｱ 

◇ 11 月～：ﾊﾅﾅ、ﾑﾗｻｷﾊﾅﾅ、
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 ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ 

エントランス 

池に沿った曲線状の長い花壇、花き振興セ

ンター事務所横の長い花壇とも多花性で開

花期間の長い、色がはっきりした花材を植

栽し、センタープラザ通路や道路側からの

視点に対応します。季節によっては、数品

目を混植し、ナチュラルな花壇を演出しま

す。 

植栽回数は年４回。 

 

 

 

（前池） 

◇ 5～8月：ﾍﾞｺﾞﾆｱ 

◇ 9～10月：ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

◇ 11～2 月：ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、ｼﾛﾀ

ｴｷﾞｸ、ﾋﾞｵﾗ 

◇ 3月～：ﾜｽﾚﾅｸﾞｻ、ｴﾘｼﾏﾑ、

ﾘﾅﾘｱ、ｶﾚﾝｼﾞｭﾗ 

（花き振興センター横） 

◇ 4～5月：ｼﾚﾈ 

◇ 6～8月：ﾒﾗﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

◇ 9～10月：ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

◇ 11 月～：ﾑﾗｻｷﾊﾅﾅ、ｶﾚﾝｼﾞ

ｭﾗ、ﾋﾞｵﾗ 

ウェルカムガーデ

ン 

入園ゲートから入ってすぐに来園者を出迎

えるため、季節のイベントとも連携し、そ

の時期おすすめの草花、球根、宿根草、花

木を組み合わせた季節感あふれる花壇とし

ます。 

植栽回数は年４回。 

 

4～3月：季節の草花、球根、

花木、宿根草他 

花車 

（花くるりん） 

直径１５．５m、四季折々の花をのせた２

４個のゴンドラが回転するフラワーランド

のシンボルは、大きな花、多花性の花、色

の鮮やかな花を使うことで、存在感ある演

出を行い、写真スポットとなるようにしま

す。 

植栽回数は年１２回。 

◇4 月：ｸﾘｻﾝｾﾏﾑﾑﾙﾁｺｰﾚ、5

月：ﾍﾟﾁｭﾆｱ、6月：ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ、

7月：ﾍﾞｺﾞﾆｱﾋﾞｯｸﾞ、8月：ﾍﾞ

ｺﾞﾆｱﾋﾞｯｸﾞ、9月：ﾍﾞｺﾞﾆｱｾﾝﾊﾟ

ﾌﾛｰﾚﾝｽ、10月：ﾍﾞｺﾞﾆｱｾﾝﾊﾟﾌ

ﾛｰﾚﾝｽ、11月：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾊﾎﾞﾀ

ﾝ、12月：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾊﾎﾞﾀﾝ、1

月：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾊﾎﾞﾀﾝ、2 月：

ﾋﾞｵﾗ、3月：ｸﾘｻﾝｾﾏﾑﾑﾙﾁｺｰﾚ 

 

自由広場 

左 

四季を代表する旬の花から、草丈の高いも

の、花の大きいもの、色合いのはっきりし

たものを一面に植栽し、入園ゲートから入

ったときの印象を強くするとともに、フラ

ワーガーデンと調和する花色で、写真スポ

ットとなるような演出を行います。 

一部は自由広場右と調和がとれるような組

◇ 5～6 月：ｻﾙﾋﾞｱﾌｧﾘﾅｾｱ、

ｱｹﾞﾗﾀﾑ 

◇ 7～10 月：ﾍﾚﾆｳﾑ、ｱﾝｹﾞﾛ

ﾆｱ、ﾍﾟﾝﾀｽ 

◇ 11～2月：ﾊﾅﾅ 

◇ 3月～：ﾈﾓﾌｨﾗ、ﾜｽﾚﾅｸﾞｻ、

ｴﾘｼﾏﾑ、ﾘﾅﾘｱ 
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み合わせの花壇とします。 

植栽回数は年４回。 

 

自由広場 

右 

バラと調和するような品目、品種、花色を

選定し、より華やかで立体的な花壇を演出

します。自由広場左花壇、屋上庭園と調和

する花色で一体感のある植栽とします。 

一部は種苗メーカーと連携したトライアル

花壇として利用します。 

植栽回数は年４回。 

◇ 4～5 月：ｷﾝｷﾞｮｿｳ、ｱﾙﾒﾘ

ｱ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾌﾛｯ

ｸｽ、ｽﾃｨﾊﾟ 

◇ 6～8 月：ﾍﾟﾝﾀｽ、ｱﾝｹﾞﾛﾆ

ｱ、ﾄﾚﾆｱ、ｻﾙﾋﾞｱﾌｧﾘﾅｾｱ、

ﾆﾁﾆﾁｿｳ 

◇ 9～10 月：ｻﾙﾋﾞｱｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ

ﾝｽ、ｼﾞﾆｱ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、ﾀﾞｲｱ

ﾝｻｽ、ｶﾚｯｸｽ 

◇ 11～3 月：ﾊﾎﾞﾀﾝ、ﾊﾟﾝｼﾞ

ｰ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾋﾞｵﾗ 

 

自由広場 

丸花壇 

小さなまん丸の形を活かし、入園ゲート、

イベントホールから見て目立つように、は

っきりした色、形の花を植栽します。 

植栽回数は年４回。 

 

◇ 5～6月：ｼﾞﾆｱ 

◇ 7～10月：ﾒﾗﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

◇ 11～2月：ﾊﾎﾞﾀﾝ 

◇ 3月～：ｼﾚﾈ 

 

自由広場 

東屋周辺 

東屋側の場所を活かして、草花、球根、宿

根草、花木を組み合わせて四季と色合わせ

の美しさを演出します。摘み取り体験など

に対応できる花材を多く組み合わせます。 

植栽回数は年４回。 

 

4～3月：季節の草花、球根、

花木、宿根草他 

フラワーガーデン 

大面積部分は、四季を感じる花でランドス

ケープ向きの品種を使い、同一品目または

複数品目のグラデーションとなるように植

栽し、大きな棚田の地形を活かします。自

由広場左と調和する花色とし、特に最下段

のエリアは、季節の行事に合わせた装飾雑

貨も取り入れ、写真スポットとなるような

演出を行います。 

植栽回数は年６回。 

◇ 5～6 月：ｹｲﾄｳ、ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰ

ｺﾞｰﾙﾄﾞ、ｼﾞﾆｱ、ｱｹﾞﾗﾀﾑ、

ﾊﾞｼﾞﾙ 

◇ 6～8 月：ﾙﾄﾞﾍﾞｷｱ、ﾄｳｶﾞ

ﾗｼ、ｹｲﾄｳ 

◇ 7～8月：ﾋﾏﾜﾘ 

◇ 7～10 月：ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ、ｹｲﾄ

ｳ、ﾍﾟﾝﾀｽ、ﾄｳｶﾞﾗｼ 

◇ 9～10月：ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｶﾞｰﾃﾞ

ﾝﾏﾑ、ｼﾞﾆｱ、ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙ

ﾄﾞ、ｱﾌﾘｶﾝﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

◇ 11～2 月：ｷﾝｷﾞｮｿｳ、ﾊﾎﾞ

ﾀﾝ、ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、ﾁｪｲﾗﾝｻｽ、

13



 

 

ﾋﾞｵﾗ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、

ﾊﾅﾅ 

◇ 3月～：ｶﾚﾝｼﾞｭﾗ、ﾌﾛｯｸｽ、

ﾘﾋﾞﾝｸﾞｽﾄﾝﾃﾞｰｼﾞｰ、ｱｲｽﾗﾝ

ﾄﾞﾎﾟﾋﾟｰ、ｼﾚﾈ、ｴﾘｼﾏﾑ、

ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、ｵｽﾃｵｽﾍﾟﾙﾏﾑ 

 

みのりの庭 

珍しい品種の野菜やエディブルフラワーを

組み合わせ、実用と観賞を兼ねた植栽にし

ます。 

収穫物は、園内のイベント等で活用します。 

植栽回数年３～４回。 

 

◇ 5～8月：ｴｷﾅｾｱ 

◇ 9～11月：ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

◇ 11 月～：ｷﾝｷﾞｮｿｳ 

コレクション花壇 

１（上段） 

 『全ての庭園の花はコレクション花壇か

ら伝わる』ことをコンセプトに、毎月植栽

する花を一堂に展示紹介する場所としま

す。 

植栽回数は年７回。 

 

4～3月：植栽する全ての花 

コレクション花壇 

２（下段） 

コレクション花壇１と同様、毎月植栽する

花を展示紹介し、様々な色、形、性質を来

園者にＰＲします。 

また、紹介した花の中から大型花材や葉物

などを組み合わせてデザインし、使い方を

提案します。中段の花壇は園路からの視点

にも対応するためシンプルなデザインとし

ます。 

植栽回数は年５回。 

◇ 4～5 月：ｼﾚﾈ、ﾌﾛｯｸｽ、ｷ

ﾝｷﾞｮｿｳ、ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ﾛﾍﾞﾘｱ、

ｽﾃｨﾊﾟ 

◇ 6～8月：ｹｲﾄｳ、ｺﾘｳｽ、ﾍﾞ

ｺﾞﾆｱ、ﾐﾚｯﾄ、ﾙﾄﾞﾍﾞｷｱ 

◇ 9～10 月：ｺｽﾓｽ、ﾋﾎﾟｴｽﾃ

ｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｹｲﾄｳ 

◇ 11～2 月：ﾊﾅﾅ、ﾊﾎﾞﾀﾝ、

ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ｽﾄｯｸ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ 

◇ 3月～：ﾛﾍﾞﾘｱ、ｼﾚﾈ、ﾙﾋﾟ

ﾅｽ、ﾌﾛｯｸｽ、ﾈﾓﾌｨﾗ 

 

彩りの谷 

庭園デザイナーのポール・スミザー氏監修

による、グラス類、宿根草を中心としたナ

チュラルガーデン。 

 

適宜管理 

ハーブの丘 

上段にあるハーブとの調和を図るように花

壇づくりを行い、その前面の植え替え花壇

で季節感の演出を行います。 

◇ 5～6月：ｺﾘｳｽ、ｼﾞﾆｱ 

◇ 5～8月：ｴｷﾅｾｱ 

◇ 7～10月：ｻﾙﾋﾞｱ 
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植栽回数は年４回。 ◇ 9～10月：ｹｲﾄｳ、ｺｽﾓｽ 

◇ 11 月～：ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ、ﾊﾎﾞﾀ

ﾝ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾃﾞｰｼﾞｰ 

 

ロックガーデン 

ハーブの丘周辺の花壇はハーブの丘と同様

のコンセプトと回数で植栽します。 

岩沿いの花壇は周囲の背景、現在植栽して

ある花木や多肉植物と調和を図るように、

宿根草や球根類を混植します。 

植栽回数は年５回。 

◇ 5～8月：ﾍﾞｺﾞﾆｱ、ｴｷﾅｾｱ 

◇ 5～6月：ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ｺﾘｳｽ、

ｼﾞﾆｱ 

◇ 7～10月：ｻﾙﾋﾞｱ、ﾍﾟﾝﾀｽ 

◇ 9～10 月：ｷｷｮｳ、ｺﾘｳｽ、

ｼﾞﾆｱ 

◇ 11～2 月：ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ﾊﾎﾞ

ﾀﾝ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ、

ﾃﾞｰｼﾞｰ 

◇ 3月～：ｼﾚﾈ 

 

欧風庭園 

ガゼボ、トピアリーを中心に、小さなアイ

ランドベッドを活かして、数品目を組み合

わせた花壇とします。 

また、周辺に植栽されたバラと調和した花

色を使い、華やかで一体感のある演出を行

います。 

植栽回数は年４回。 

◇ 4～5月：ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ、ｼﾞｷﾞ

ﾀﾘｽ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ﾛﾍﾞﾘｱ 

◇ 6～8 月：ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｱﾝｹﾞﾛ

ﾆｱ、ﾍﾟﾝﾀｽ、ﾐﾚｯﾄ 

◇ 9～10月：ｼﾞﾆｱ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、

ﾋﾎﾟｴｽﾃｽ、 

◇ 11 月～：ｶﾚﾝｼﾞｭﾗ、ﾁｪｲﾗ

ﾝｻｽ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ｱﾘｯｻﾑ 

 

水辺の冒険広場 

水上花壇 

水上に浮かぶ５つの花壇は、季節の草花を

寄せ植えにし、水辺の景色、ボーダーガー

デンと調和するデザインで植栽します。 

植栽回数は年４回。 

 

◇4～3 月：季節の草花 

ボーダーガーデ

ン 

全長 50mの長さを活かし、同一品目もしく

は相性のいい花種を混植します。 

入園ゲートから見てもはっきりとわかる

色、配置で写真スポットとなるようインパ

クトのあるデザインとします。また、自由

広場花壇とも調和を図ります。 

植栽回数は年４回。 

 

◇ 4～5月：ﾊﾞｰﾍﾞﾅ 

◇ 6～8月：ﾍﾟﾁｭﾆｱ 

◇ 9～10 月：ｻﾙﾋﾞｱｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ

ﾝｽ 

◇ 11 月～：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ｼﾛﾀｴｷﾞ

ｸ 

里山の冒険広場 遊具周辺の花木園は、アジサイなど四季の  
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花で演出し、樹木下の園道には、ヒューケ

ラやホスタ、ヤブランを花木と組み合わせ

たシェードガーデンを充実させます。 

植栽回数は随時。 

 

コミュニティガー

デン 

園路沿いの花壇はダリアなどの球根類と大

型の宿根草を背景に季節の草花を植栽し

ます。園路沿いの花壇の一部、中段、上段

の花壇は来園者向けの体験花壇、園芸療法

で使用できる花壇とします。 

一部は種苗メーカーと連携したトライアル

花壇として利用します。 

植栽回数は年４回。 

 

◇4～3 月：球根類を中心に

季節の草花 

ローズガーデン 

藤棚下の小さな区画は、多品目混植の花壇

とし、花の組み合わせを提案します。 

バラと調和するやさしい色合いの草花を植

栽し、球根やハーブなど多年草の花材も組

み合わせながら、季節毎の提案を行います。

また、ベンチなどのエクステリアを充実さ

せ、くつろげる空間を演出します。 

植栽回数は年４回。 

◇ 4～5月：ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ、ｼﾞｷﾞ

ﾀﾘｽ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ﾌﾛｯｸｽ、ｵｽ

ﾃｵｽﾍﾟﾙﾏﾑ、ｱﾙﾒﾘｱ、ｼﾚﾈ 

◇ 6～8 月：ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｱﾝｹﾞﾛ

ﾆｱ、ﾄﾚﾆｱ、ﾍﾟﾝﾀｽ、ﾌﾟﾚｸﾄ

ﾗﾝｻｽ、ﾆﾁﾆﾁｿｳ、ﾍﾞｺﾞﾆｱ 

◇ 9～10 月：ｹｲﾄｳ、ｼﾞﾆｱ、

ﾋﾎﾟｴｽﾃｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、ﾀﾞｲｱﾝ

ｻｽ、ｶﾚｯｸｽ、ｶﾞｰﾃﾞﾝﾏﾑ 

◇ 11 月～：ﾁｪｲﾗﾝｻｽ、ｼﾛﾀｴ

ｷﾞｸ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾋﾞｵﾗ、ﾃﾞｰ

ｼﾞｰ 

 

モデルガーデン 

一年草だけではなく、花木、宿根草、エク

ステリア等も設置し、家庭で楽しむことが

できる花の庭づくりを行います。 

また、売店で取り扱っている苗、鉢を使い、

使い方を提案する場としても活用します。

さらに、新規導入予定品目の試験的な栽培

も実施します。 

植栽回数は年３～４回。 

◇4～3 月：季節の草花、球

根、花木、宿根草など 

ジョイフルガーデ

ン 

草丈や花の大きさに違いのある品目を組み

合わせて中心から外側または奥側から手前

へと高低差がつくデザインで植栽を行いま

◇ 4～5 月：ｷﾝｷﾞｮｿｳ、ｵｽﾃｵ

ｽﾍﾟﾙﾏﾑ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ｱﾙﾒﾘｱ、

ﾌﾛｯｸｽ、ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ 
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す。 

直線部分は草丈の高い植物、大型の植物を

中心に植栽しインパクトのある花壇にしま

す。植栽回数は年４回。 

 

◇ 6～8 月：ｹｲﾄｳ、ﾌﾟﾚｸﾄﾗﾝ

ｻｽ、ﾐﾚｯﾄ、ﾋﾏﾜﾘ、ﾙﾄﾞﾍﾞｷ

ｱ 

◇ 9～10 月：ｼﾞﾆｱ、ｺﾘｳｽ、

ｶﾞｰﾃﾞﾝﾏﾑ 

◇ 11 月～：ﾊﾎﾞﾀﾝ、ｼﾛﾀｴｷﾞ

ｸ、ﾋﾞｵﾗ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾊﾅﾅ、

ﾑﾗｻｷﾊﾅﾅ 

観賞温室 

山口県産花きの鉢物を展示、ＰＲするスペ

ースとして活用します。 

 

 

屋上庭園 

円形の花壇は、中心のグラスと調和するよ

うな花材を選択し、屋上へと続く南側の花

壇は、多花性の花を植栽します。 

屋上通路、芝生広場の両方の視点に対応で

きるよう、葉物も組み合わせ、花を引き立

てるシンプルなデザインとします。 

植栽回数は年４回。 

◇ 4～5 月：ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ﾀﾞｲｱﾝ

ｻｽ 

◇ 6～8 月：ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ、ｱﾝ

ｹﾞﾛﾆｱ、ﾋﾏﾜﾘ 

◇ 9～10 月：ｼﾞﾆｱ、ｶﾞｰﾃﾞﾝ

ﾏﾑ 

◇ 11 月～：ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾊﾟﾝｼﾞ

ｰ、ﾊﾅﾅ 

ケアガーデン 

『植物は見るだけではなく五感で楽しむ』

をテーマにした花壇。 

◇4～3 月：季節の草花、球

根、宿根草など 

 

 

イ 植替月について 

花壇のコンセプトや場所に応じて植え替え回数を年３～７回で調整します。 

全花壇を概ね２パターンに振り分け、開花した花が常にあるような状態を維持します。 

ただし、植栽品目の生育状況や天候によっては、パターンを変更します。（第５～９） 

区分 植替月 花壇名 

第１ ５月⇒７月⇒１１月⇒３月 自由広場左、自由広場（丸花壇） 

第２ ５月⇒７月⇒１１月 － 

第３ ４月⇒６月⇒９月⇒１１月 エントランス（円形花壇）、エン

トランス（前池一部）、自由広場

右、欧風庭園、ボーダーガーデン、

ローズガーデン、ジョイフルガー

デン、屋上庭園 

第４ ４月⇒６月⇒９月⇒１１月⇒３月 コレクション花壇２ 

第５ ５月⇒９月⇒１１月⇒３月 エントランス（前池一部） 

第６ ５月⇒７月⇒９月⇒１１月 ハーブの丘 
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第７ ５月⇒７月⇒９月⇒１１月⇒３月 ロックガーデン 

第８ ５月⇒６月⇒７月⇒９月⇒１１月⇒３月 フラワーガーデン 

第９ ４月⇒５月⇒６月⇒７月⇒９月⇒１１月⇒３月 コレクション花壇１ 

その他 以下の庭園は植栽計画から除外します。 

ウェルカムガーデンは草花の状況に応じて、随時植え替えを行います。 

花車は、基本的に毎月最終木曜日に入れ替えを行います。 

みのりの庭は５、９、１１、３月を中心に、野菜の状況に応じて、随時植え替えを

行います。 

コミュニティガーデンは、植栽品目の状況に応じて、随時植え替えを行います。 

モデルガーデンは、売店商品の販売や草花の状況に応じて、随時植え替えを行いま

す。 

ケアガーデンは植栽品目や実習などの状況に応じて、随時植え替えを行います。 

園内のプランターやハンギングは、第１パターンを基本路線とし展示します。 

 

ウ 花壇植替え期間 

来園者に花壇を楽しんでいただけるよう、植替え期間はできるだけ短縮するように調整し、

休園日の木曜日から翌週木曜日までの８日間とします。また、花壇の品質保持のため、９月

植栽の一部を８月下旬に植栽します。 

植替月 植替え期間 苗納入日 

４月 ４日（木） ～ １１日（木） ２日（火） ～ ３日（水） 

５月 ９日（木） ～ １６日（木） ７日（火） ～ ８日（水） 

６月 ６日（木） ～ １３日（木） ４日（火） ～ ５日（水） 

７月 ４日（木） ～ １１日（木） ３日（水）   

８月 ２２日（木） ～ ２３日（金） ２１日（水）   

９月 ５日（木） ～ １２日（木） ３日（火） ～ ４日（水） 

１１月 １０月３０日（水） ～ １１月６日（水） １０月２８日（月） ～ １０月２９日（火） 

１１月 ８日（金） ～ １４日（木） ６日（水） ～ ７日（木） 

３月 ６日（木） ～ １３日（木） ４日（火） ～ ５日（水） 

 

３ イベント、講座等の実施計画 

 

（１）目的 

やまぐちフラワーランドは、１年を通じ多種多様な花が咲き誇る花の公園であり、令和６

年度も、集客、収益、魅力増加、花き振興を念頭に置きつつ、「サード・プレイス」として、

癒し・安らぎ・楽しさを体感できる体験型や交流型のイベントを中心に構成し、花の持つ多

様性を実感できる運営を行います。 

 

（２）イベントの概要  
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ア 四季のイベント 

四季折々にさまざまな花が咲き、四季ごとの美しさがあります。春夏秋冬それぞれの

季節で花の美しい時期に合わせ、「四季のイベント」を実施します。 

大道芸、ライブ、各種の体験コーナーなどの企画を複合的に実施し、集客・収益につ

なげるとともに、花の美しさとやまぐちフラワーランドの楽しさを体感し、再来園を促

すことを目的とします。 

・グリーンフェスタ  ４月２７日（土）～５月６日（月） 

・サマーフェスタ   ８月１０日（土）～１８日（日） 

・オータムフェスタ  １０月１２日（土）～１４日（月） 

（１０月１２日（土）、１３日（日）は夜間開園） 

・スプリングフェスタ ３月１５日（土）～１６日（日） 

 

イ 月のイベント 

季節や旬の花などのテーマに沿ったイベントを開催します。 

花の多様性や飾り方を紹介する展示会や体験のほか、様々な分野の体験・イベントを

企画することで、直接的・間接的に花に親しむ機会を提供します。また、これらを定期

開催することで、来園の促進及び入園パスポート券の販売促進に繋げます。 

 バラウィーク   ５月１０日（金）～３１日（金） 

 夏休み宿題ウィーク  ７月２０日（土）～８月７日（水） 

 花のクリスマス   １２月２１日（土）～２２日（日） 

 正月イベント     １月２日（木）～５日（日） 

 

（ア）展示会・装飾 

登録講師が主催する定期教室や地域で活動している各種団体などと共催で、各種

の展示会を開催し、さまざまな形で楽しめる花の多様性をＰＲします。 

また、展示会に関連した体験教室や即売会なども併せて開催します。 

（例：絵手紙展、山野草展、ラン展、盆栽展、パックトライアル、パンジー・ビ

オラコレクションなど） 

 

（イ）体験教室等 

     花の持つ多様性や園芸に関する知識・技術などを学べる教室等を開催することに

より、地域の園芸に対する関心と園芸レベルの向上を図るとともに、花き生産者の

担い手育成も支援します。 

     その他、様々な分野の体験を企画することで、多様なニーズに応えるとともに、

異なる分野の交流を図ります。 

     実施に当たっては、高度な技能や経験を有する方を「フラワーランド登録講師」

として登録し、多様な体験が可能な体制を構築するとともに、登録講師同士または

登録講師と財団が連携した教室なども企画します。 
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a一般体験教室 

花や園芸に関連した体験教室を、土・日を中心に月４回以上実施します。ま

た実施に当たっては、隣接する山口県花き振興センターとも連携します。 

（例：園芸・フラワーアレンジメント・プリザーブドフラワー・ハーバリウ

ム・寄せ植えなど） 

 

    b園芸療法教室 

園芸の療法的活用の普及と幅広い来園者の確保を図るため、園芸療法の紹介

と体験を実施（毎月１回）します。また、園芸療法教室の受講経験者などで、

園芸療法に興味・関心を持った人が地域で活用できるよう、月１回、園芸療法

勉強会を開催します。 

 

cその他体験教室 

その他、様々な分野の体験教室を実施し、幅広い来園者の確保を図ります。 

（例：絵手紙・料理・トールペイント・ポーセラーツ・木工・ビーズアクセ

サリー、刺繍など） 

  

  （ウ）子育て応援企画 

花と緑に囲まれた環境の中で、妊娠・出産・育児の悩みや不安、ストレスの解消

の一助となるべく、子育て家庭応援優待協賛事業所として子育て支援に努めます。 

 

a「家庭の日」企画 

毎月第３日曜日の「家庭の日」は子ども（小中学生）入園無料とし、家族で楽し

める各種体験コーナーやフリーマーケットなどのイベントを開催し来園者間の交流

に繋げます。 

 

b託児サービス 

各種体験教室開催に合わせて無料で利用できる託児開設等の補完的援助を行いま

す。 

 

  （エ）体験型イベント 

随時参加が可能な体験型イベントを実施し、来園者に対して花や人と交流する

機会を提供、満足度の向上を図ります。参加しやすい体験料を設定し、子どもで

も楽しめる内容も企画します。 

 

（オ）自然観察会 

植物や植物と関係が深い昆虫・きのこ・野鳥などの観察、草花を使った遊び
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や園内の生物採取など自然体験学習を企画し、自然と触れ合う場を提供します。 

 

（カ）パフォーマンス 

近隣のパフォーマーや音楽団体などと連携してショーや演奏会を開催するこ

とで、幅広い層の来園を促します。 

他の行事・イベントなどと連動することで、やまぐちフラワーランドの認知

度を上げ、集客の拡大に努めます。（例：大道芸、似顔絵、演奏会等） 

 

（キ）フード屋台 

集客が見込める春季・秋季の土・日・祝日に、地域のグループや協賛店を中

心に弁当・菓子などを販売することで、にぎわいを演出すると同時に来園者と

の交流を図ります。 

 

（ク）フリーマーケット 

     地域で雑貨を制作する作家等と連携して定期的にフリーマーケットを開催し、

にぎわいを創出するとともに地域の活性化を図り、集客に繋げます。 

今年度も毎月１回「家庭の日」に開催することで定着を図り、交流の拡大に

繋げます。 

 

ウ ガーデニングセミナー 

   全国的に著名なガーデナーが講師役を務めるガーデニングセミナーを開催し、長年、

花壇づくりを続けてきた中級・上級クラスの方を対象に、バラの管理方法や寄せ植えの

作り方などを学んでもらい、参加者の園芸技術の向上を図ります。初級クラスの方でも

楽しめるように、同じ講師による初級者向けの講座も開設し、園芸人口のすそ野拡大を

目指します。 

 

エ フラワーランド倶楽部会員対象イベント 

  園芸について興味があり、フラワーランドを応援していただける方々で、「フラワー

ランド倶楽部」を組織し、地域密着・市民密着型の団体として活動しています。 

ガーデニングセミナーへの無料参加やバラ苗の特価販売など、倶楽部会員向けの優遇

策をＰＲし、会員確保や魅力向上に努めます。 

また、ボランティア活動の一環として、園内装飾や会員が企画するイベントの開催、

さらには、地域のオープンガーデンや生産農家を巡るツアーの開催など多様な取組みを

模索します。 

 

オ 花卉園芸推進協議会のイベント 

  県産花きや生産者のＰＲの場として、旬の花の展示や直売などを実施します。生産者

への情報提供と来園者へのＰＲにより、生産支援や消費拡大につなげます。また、他施
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設と連携することで、県産花きのＰＲとともにフラワーランドの新規ファン層の開拓に

繋げます。 

 

カ 地域連携イベント 

市内または県内の施設や団体と連携して、展示や体験ブースの出展、スタンプラリー

などを開催。地域全体の魅力増加と活性化を図り、交流人口の増加や集客に繋げます。 

柳井市内観光４施設連携イベント 

山口県内５施設連携イベント 

柳井ファーマーズマーケット 

やない花とお菓子まつり 

やない白壁花香遊 

地域の店舗やイベントとの連携 

種苗法に基づく山口県オリジナル農産物ＰＲイベント 

 

キ 常設体験等 

花苗や鉢などを販売する温室売店に寄せ植えコーナーを常設します。初心者でも楽し

めるように、園内の寄せ植えづくりで豊富な経験を持つスタッフが指導します。 

 

ク 団体体験教室 

園内散策だけでなく、花を使ったさまざまな体験により、来園者の満足感を高めると

ともに、やまぐちフラワーランドは見るだけではなく体感できる施設であることを周知

します。 

   登録講師による体験も含め、多様なニーズに応じた体験メニューを設定し、旅行会社

や幼保小中学校などへＰＲし団体の誘客を図ります。 

 

ケ 園内ツアー等 

四季のイベントなどと連動した園内ツアーを企画します。園内全体のツアーだけでな

く、バラやハーブ、野菜など個々の分野をテーマにしたツアーなど来園者の満足度の向

上につながるツアーを企画します。 

また、年間を通じて、団体客や希望者については、予約の有無に関わらず可能な限り

園内ガイドを実施します。 

 

コ コンテスト系イベント 

コンテスト系イベントは参加型のイベントとし、引き続き開催します。また、応募作

品は積極的に公開して当園への関心を高め、誘客に繋げます。 

（例：花の絵手紙大賞、春・秋の写生大会、インスタグラム・フォトコンテスト） 

 

サ その他イベント 
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（ア）花のプレゼント 

   aパスポート特典 

 入園パスポート券購入者（更新含む）への花苗のプレゼントやパスポート所持者

の特典として、年４回（２月、５月、９月、１２月を予定）の花の配布や花の抽選

会（毎月実施）を行い、パスポート所持者の魅力向上に努めます。 

 

   b展示特典 

 季節ごとに開催する旬の花の展示や観賞温室に展示する県内産の鉢植え等を、展

示終了時に抽選会等でプレゼントすることにより、県産花きのＰＲと来園の促進、

施設の魅力向上につなげます。 

 

（イ）ガーデニングフェア 

年２回、花マーケット Coccolo 及び観賞温室にて「ガーデニングフェア」を実施、

ガーデニング人口の増加に繋げます。 

５月・・・５月２４日（金）～６月１２日（水） 

１１月・・１１月２２日（金）～１２月１１日（水） 

 

 （ウ）万人目セレモニー 

    令和５年５月１９日に１８０万人を達成しました。 

１００万人達成以後は、１０万人毎のセレモニーとして実施しており、達成者に対

して記念品と季節の花の寄せ植えを贈呈します。 

 

（エ）感謝イベント 

フラワーランドを、ご愛顧いただいている皆さまへ感謝を表すイベントを実施しま

す。 

誕生祭  ４月２０日（土)～２１日（日）※両日とも夜間開園。 

感謝デー １２月１日（日） 

 

（オ）提案型イベント 

園内の多様な活用について提案を受け提案者と一体となったイベントを検討します。 

 

（カ）その他、国内の主要な催し・記念日に合わせてイベントを実施します。 

イースター、ハロウィン、いい夫婦の日、愛妻の日、フラワーバレンタインなど 

 

（３）図書情報室の利用  

  図書情報室の機能として、次の５点を基本とします。 

ア 図書閲覧コーナー 

園芸関連の雑誌・書籍を中心に設置します。キッズスペースを併設しており、子
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ども向けの園芸関連図書も揃え、知識の習得、学びの場としても活用します。 

 

イ 休憩スペース 

来園者・団体等の休憩スペースとして飲食可能とします。 

 

ウ 団体スペース 

     団体客等の体験教室や昼食のスペースとして利用します。 

 

エ キッズスペース 

     子どもが楽しめるスペースとして、安全面に配慮したおもちゃや絵本などを配置

します。 

 

オ ギャラリースペース 

     絵画、四季の写真、絵手紙などを掲示します。 

 

（４）その他 

割引券の配布 

   売店や寄せ植え体験などへの誘客対策として、入園時に割引券（花苗・園芸資材に

使用可）を引き続き配付します。 

 

４ 花きに関する情報提供や広報宣伝などの実施計画について 

 

（１） 情報提供 

ア 基本的な考え方 

山口県花き振興センターとの連携はもとより、地域の企業などとの連携により、美

しい花をあしらう場、花のある生活を学ぶ場として、需要の多様化や消費の拡大につ

ながる情報を提供します。 

 

イ 計画内容 

開花情報や催事情報を、ホームページやメールマガジン、ＳＮＳなど様々な情報ツ

ールにより発信することにより、花きに対する関心度の向上ややまぐちフラワーラン

ドへの誘客効果を高めます。 

    また、図書情報室に配置する花き・園芸などの図書により、来園者に花に関する情

報を提供します。 

 

（２） 広報・宣伝等 

ア 基本的な考え方 

開花情報や催事情報などを適時提供し、新規来園者及びリピート客の拡大を図りま
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す。 

また、効果的にメッセージを伝えるため、時季(植替え時期・行楽シーズンなど）

や商圏エリアなどを設定し、それぞれに応じた広報・ＰＲ活動を行います。 

    実施に当たっては、地元観光協会や商工会議所との連携、やまぐちフラワーランド

協賛店（やまぐちフラワーランドを応援する柳井地域の事業所）や地元企業、花き関

係団体や友好他施設、旅行会社などへの情報提供も行います。 

山口県内を重点としながら、隣接する広島県などへのＰＲも進めます。 

 

イ 計画内容  

（ア）ホームページ 

ホームページについてはやまぐちフラワーランドの情報発信基地として、魅力

ある構成と常に新鮮な情報を掲載します。また、ＳＮＳを積極的に活用し、幅広

い層へのアクションを行います。 

さらに、メールマガジンにおいては、花壇に植えた花の摘み取り体験や掘り取

り体験、花のプレゼントなど、事前周知が難しい旬の情報を発信します。 

 

（イ）印刷物 

      aリーフレット 

やまぐちフラワーランドのＰＲと入園案内を目的として作成し、県内の交通

拠点や観光施設等を中心に設置します。園の魅力が十分に伝わる構成とし、位

置図・入園案内・花の見頃や見どころなどを掲載します。 

 

      ｂイベントＰＲ用情報誌 

       イベント詳細情報の配布物として毎月作成し、ホームページに掲載するとと

もに県内の公共施設や小中学校等を中心に配布・設置します。 

 

     ｃイベントポスター 

       イベントごとに必要に応じて作成し、ホームページへの掲載、園内掲示を行

うとともに、地域施設や関係機関等との連携により効率的かつ効果的な活用を

図ります。 

 

     ｄノベルティ（広告・宣伝のため、社名などを記して配布する記念品。） 

       やまぐちフラワーランドの認知度向上を目的として適宜作成し、ＰＲ企画や

地域イベントなどで配布するほか、来園者へのプレゼント等、来園意欲の促進

ツールとして使用します。 

 

（ウ）テレビ・ラジオ等 

       テレビ・ラジオは、広域的な情報発信と認知度の向上を図るうえで重要なツー
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ルであり、番組への出演やＣＭ、報道発表による取材促進など、多角的に活用し

ます。 

 

（エ）新聞・広告 

新聞については、常に新しい情報を報道発表により提供します。 

広告掲載にあたっては、その広域性と広い購読層を考慮し、有効に活用します。 

 

（オ）フリーペーパーなど 

       フリーペーパーの特性や地域性、読者層を考慮し、ポイントを絞った情報発信

に有効なツールとして活用します。 

 

（カ）その他 

a 県内観光施設や地元企業、フラワーランド協賛店などと随時連携してＰＲに

努めます。 

 

b 他施設のイベント等と連携して割引やプレゼント企画を実施します。 

 

c 各種雑誌や民間企業（福利厚生）との割引協定により認知度を高め、来園を

促進します。 

 

d県内各学校等に対して団体体験教室などのＰＲを行い、利用促進に努めます。 

特に幼保・小中学校に対して、学校行事での入園は、無料であることを周知

し積極的な利用を促します。その他、子どもを対象としたイベントの告知を

行い、効率的なＰＲに努めます。 

 

e園内に無料の Wi-Fiによるインターネット接続サービスを提供し、ホームペ

ージをはじめとする情報提供に努めます。 

 

ｆ柳井市出身選手が在籍する横浜ビー・コルセアーズを応援することにより、

連携を図り認知度を高め、来園を促進します。 

  

５ 収支計画 

別添のとおり（令和６年度予算） 

 

６ その他の利用促進策について  

（１）夏場の集客対策として、特典を検討します。 

（２）県民の安らぎの場となるよう多様な活用方法について提案を受け付けます。 

（３）広島広域都市圏協議会との連携を図り来園を促進します。 
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（４）やないファミリーサポートセンターの会員は、会員証提示により小中学生を無料と

します。 

（５）無料入園券のプレゼント企画等により来園を促します。 

    例：二十歳の集い参加者、着物・ゆかた来園者など 

（６）他施設と連携したサービスを充実させます。 

（７）安定的な利用を確保するため、年間利用券（パスポート）の所持者に対する特典を 

設定し、所持者の確保・拡大を図ります。 

   （パスポート会員の特典） 

・やまぐちフラワーランド売店・協賛店での割引や粗品進呈などの特典 

・年に４回、所持者全員を対象に抽選による花のプレゼント 

・月に１回、来園者を対象に抽選による花のプレゼント 

・購入時または更新時に花苗のプレゼント 

・県内産花苗に利用できるプリペイドカードの発行 

（８）子育て支援を進めるため、子育て応援入園券セットを販売し、手ごろな料金設定に

より顧客としての定着を促すとともに、複数回での利用も増進させることで園の魅

力を感じることにより、最終的に年間利用券所持者の拡大に繋げます。 

（９）「雨の日来園スタンプ」、「暑い日の来園でスタンプ」、「寒い日の来園でスタン 

プ」などを企画し、閑散期の来園者の増加を目指します。 

（１０） 季節やイベント趣旨などを勘案し、無料開放や開園時間の延長などを行うこと

で、より多くの顧客に花と触れ合う機会を提供します。多数の来園者が見込まれる

ことから、園内における事故やトラブルを防止するとともに、食品を取り扱う場合

には法令を遵守し、安全性の確保に注意します。 

また、警備員の配置などにより、園外における交通事故や交通渋滞の防止に努め、

近隣住民の迷惑とならないよう配慮します。 

   無料開放実施日 

月 日 （曜） 理     由 

１１月 ２日（土） 
地域と連携による花きや農産物の地産地消の推進と今

後の利用促進を図るため 

１２月 １日（日） 一年間のご愛顧と今後の利用促進を図るため 

   開園時間延長日 

月 日 （曜） 理     由 

４月２０日（土） 

４月２１日（日） 

ライトアップされた春の花々を楽しんでいただき、今

後の利用促進を図るため 

１０月１２日（土） 

１０月１３日（日） 

ライトアップされた秋の花々とハロウィンの雰囲気を

楽しんでいただき、今後の利用促進を図るため 
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７ 地域や団体などとの協働について 

 

（１）コミュニティガーデンの運営方針 

近隣のサークル、ボランティア、各種教育機関、生産農家などとのネットワークを

構築し、住民参加による「美しい花が咲きこぼれるまち」をテーマとして、楽しく独

自性のあるプログラムを実践します。 

参加者・参加団体は、コミュニティガーデンの１区画を自らデザイン・設計を行い

整備し、年４回程度の植栽を実施します。 

種苗会社などと連携してフィールドトライアルとしての利用を図ります。 

ガーデニングへの関心を高めるため、スクール系イベントや集客系イベントとして

の講座・体験の場としての活用も行います。 

 

（２）県民参加型の施設運営（コミュニティガーデン以外） 

花や緑に関心を持ち、やまぐちフラワーランドの運営に対する助言やボランティア

活動（園内ガイドボランティア、花ボランティア）などに協力いただける方により「フ

ラワーランド倶楽部」を組織し、それぞれの立場で施設運営に携わってもらう体制づ

くりを行います。 

 

 （３）県内の花き生産者・消費者などとの協働 

園内に植栽する花壇苗などについては、庭園の管理が容易となるよう山口県農業協

同組合南すおう統括本部管内で産地化を進め、標準的な培土を使って花苗を生産しま

す。このことにより、県内の他の地域からも花苗を受容できる体制を確立し、県内で

生産された苗も利用することで、県内の産地化を支援します。 

生産者との連携により、生産された花（切り花・鉢物・苗物）を館内に装飾するこ

とにより、消費者に対するＰＲを行います。 

生産や販売の戦略を構築する一助となる情報を随時提供するとともに、山口県花き

振興センターとの連携を密にし、生産者に多様な情報を提供します。 

 

（４）県内消費者などとの協働 

やまぐちフラワーランドから地域に波及する庭園づくりを発信し、花のまちづくり

を進めます。 

福祉施設などの関係団体との連携を図り、花を通じた健康づくりの提案を行います。 

市場関係者との情報交換を密にし、魅力ある庭園づくりに向けて、植栽計画に反映

させます。 

山口県花卉園芸推進協議会と連携を図り、花の情報発信基地を各地に拡げて行く活

動を進めます。 

 

８ その他 
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来園者の利便・集客増を図るため、イベントに呼応して休園日の変更を行います。 

（１）臨時休園日 

月  日（曜） 理      由 

５月 ７日（火） ５月２日（木）ｸﾞﾘｰﾝﾌｪｽﾀ開催に伴う代替え休園 

８月１９日（月） ８月１５日（木）ｻﾏｰﾌｪｽﾀ開催に伴う代替え休園 

１月 ６日（月） １月２日（木）お正月ｲﾍﾞﾝﾄ開催に伴う代替え休園 

３月２１日（金） ３月２０日（木）祝日開園に伴う代替え休園 
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（一財）やない花のまちづくり振興財団

令和６年度予算書
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法人全体
令和6年度正味財産増減予算書

 令和6年4月1日から令和7年3月31日まで
（単位：円）

科　　　　目
Ｉ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　(１) 経常収益
　  基本財産運用益 [  3,000 ] [  3,000 ] [  0 ]
　  　基本財産受取利息   3,000    3,000    0  
　  事業収益 [  156,133,000 ] [  155,954,000 ] [  179,000 ]
　  　受託事業収益 (  109,633,000 ) (  109,454,000 ) (  179,000 )
　  　　管理運営業務受託収益   105,222,000    105,222,000    0  
　　　　企画強化支援事業受託収益  3,000,000  0  3,000,000
　  　　花のまちづくり事業受託収益   1,411,000    4,232,000   ▲ 2,821,000  
　  　入園料等収益 (  25,800,000 ) (  25,800,000 ) (  0 )
　  　　入園料収益   25,000,000    25,000,000    0  
　  　　貸館利用料収益   800,000    800,000    0  
　  　自主事業収益 (  2,000,000 ) (  2,000,000 ) (  0 )
　  　　企画事業収益   2,000,000    2,000,000    0  
　  　物品販売等収益 (  18,700,000 ) (  18,700,000 ) (  0 )
　  　　物品販売収益   16,000,000    16,000,000    0  
　  　　委託販売収益   1,500,000    1,500,000    0  
　  　　自販機設置手数料収益   1,200,000    1,200,000    0  
　  受取補助金等 [  62,658,000 ] [  62,658,000 ] [  0 ]
　  　受取補助金 (  62,658,000 ) (  62,658,000 ) (  0 )
　  　　受取運営事業費補助金   62,658,000    62,658,000    0  
　  受取負担金 [  420,000 ] [  420,000 ] [  0 ]
　  　受取負担金 (  420,000 ) (  420,000 ) (  0 )
　  　　受取管理運営等経費負担金   420,000    420,000    0  
　  雑収益 [  104,000 ] [  104,000 ] [  0 ]
　  　受取利息   3,000    3,000    0  
　  　雑収益 (  101,000 ) (  101,000 ) (  0 )
　  　　雑収益   101,000    101,000    0  
　　　　経常収益計  219,318,000  219,139,000  179,000
　　(２) 経常費用
　  事業費 [  213,098,000 ] [  213,105,000 ] [ ▲ 7,000 ]
　　　役員報酬  3,000,000  0  3,000,000
　  　給料   16,812,000    16,297,000    515,000  
　  　職員手当   6,406,000    7,382,000   ▲ 976,000  
　  　臨時雇賃金   33,505,000    31,531,000    1,974,000  
　  　福利厚生費   7,284,000    5,958,000    1,326,000  
　  　災害補償費   9,000    9,000    0  
　  　交際費   0    0    0  
　  　旅費交通費   245,000    667,000   ▲ 422,000  
　  　通信運搬費   1,102,000    1,258,000   ▲ 156,000  
　  　消耗什器備品費   0    0    0  
　  　消耗品費   8,971,000    5,517,000    3,454,000  
　  　原材料費   26,358,000    28,743,000   ▲ 2,385,000  
　  　修繕費   1,247,000    1,696,000   ▲ 449,000  
　  　印刷製本費   430,000    130,000    300,000  
　  　燃料費   504,000    433,000    71,000  
　  　光熱水料費   8,953,000    7,727,000    1,226,000  
　  　食糧費   50,000    30,000    20,000  
　  　賃借料   6,590,000    6,758,000   ▲ 168,000  
　  　保険料   166,000    188,000   ▲ 22,000  
　  　支払手数料   428,000    431,000   ▲ 3,000  
　  　広告料   4,560,000    4,799,000   ▲ 239,000  
　  　諸謝金   1,939,000    2,061,000   ▲ 122,000  
　  　租税公課   4,761,000    4,898,000   ▲ 137,000  
　  　支払負担金   15,496,000    18,673,000   ▲ 3,177,000  
　  　支払寄付金   40,000    40,000    0  
　  　委託費   51,990,000    56,097,000   ▲ 4,107,000  
　  　工事請負費   500,000    0    500,000  
　  　賞与引当金繰入額   1,639,000    1,524,000    115,000  
　  　商品仕入費   9,921,000    9,862,000    59,000  
　  　期首商品棚卸高   5,779,491    4,755,387    1,024,104  
　  　期末商品棚卸高  ▲ 5,779,491   ▲ 4,755,387   ▲ 1,024,104  
　  　雑費   192,000    396,000   ▲ 204,000  

予算額 前年度予算額 増　減
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法人全体
令和6年度正味財産増減予算書

 令和6年4月1日から令和7年3月31日まで
（単位：円）

科　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減

　  管理費 [  5,458,000 ] [  5,216,000 ] [  242,000 ]
　  　役員報酬   209,000    209,000    0  
　  　給料   855,000    703,000    152,000  
　  　職員手当   276,000    318,000   ▲ 42,000  
　  　福利厚生費   117,000    96,000    21,000  
　  　災害補償費   1,000    1,000    0  
　  　交際費   10,000    10,000    0  
　  　旅費交通費   11,000    11,000    0  
　  　通信運搬費   13,000    15,000   ▲ 2,000  
　  　減価償却費 (  60,000 ) (  60,000 ) (  0 )
　  　　構築物減価償却費   60,000    60,000    0  
　  　消耗品費   24,000    29,000   ▲ 5,000  
　  　修繕費   3,000    4,000   ▲ 1,000  
　  　印刷製本費   0    0    0  
　  　燃料費   1,000    2,000   ▲ 1,000  
　  　光熱水料費   715,000    560,000    155,000  
　　　食糧費  3,000  3,000  0
　  　賃借料   37,000    39,000   ▲ 2,000  
　  　保険料   2,000    3,000   ▲ 1,000  
　  　支払手数料   533,000    487,000    46,000  
　  　租税公課   168,000    168,000    0  
　  　支払負担金   1,641,000    1,771,000   ▲ 130,000  
　  　委託費   708,000    661,000    47,000  
　  　賞与引当金繰入額   71,000    66,000    5,000  
　　　　経常費用計  218,556,000  218,321,000  235,000
　　　　 当期経常増減額  762,000  818,000 ▲ 56,000
　２．経常外増減の部
　　(１) 経常外収益
　　　　経常外収益計  0  0  0
　　(２) 経常外費用
　　　　経常外費用計  0  0  0
　　　　 当期経常外増減額  0  0  0
          税引前当期一般正味財産増減額  762,000  818,000 ▲ 56,000
          法人税、住民税及び事業税  822,000  878,000 ▲ 56,000
　　　　 当期一般正味財産増減額 ▲ 60,000 ▲ 60,000  0
　　　　 一般正味財産期首残高  26,429,969  24,244,135  2,185,834
　　　　 一般正味財産期末残高  26,369,969  24,184,135  2,185,834
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　 当期指定正味財産増減額  0  0  0
　　　　 指定正味財産期首残高  10,000,000  10,000,000  0
　　　　 指定正味財産期末残高  10,000,000  10,000,000  0
Ⅲ　正味財産期末残高  36,369,969  34,184,135  2,185,834
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令和6年度正味財産増減予算書内訳表

令和 6年4月1日から 令和 7年3月31日まで
（単位：円）

小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　(1) 経常収益
　　　　基本財産運用益 [  3,000 ] [  0 ] [  0 ] [  0 ] [  0 ] [  3,000 ]
　　　　　　基本財産受取利息 　   3,000    0    0    0    0    3,000  
　　　　事業収益 [  1,411,000 ] [  134,258,000 ] [  18,700,000 ] [  152,958,000 ] [  1,764,000 ] [  156,133,000 ]
　　　　　　受託事業収益 　 (  1,411,000 ) (  106,458,000 ) (  0 ) (  106,458,000 ) (  1,764,000 ) (  109,633,000 )
　　　　　　　管理運営業務受託収益 　　   0    103,458,000    0    103,458,000    1,764,000    105,222,000  
　　　　　　　企画強化支援事業受託収益  0  3,000,000  0  3,000,000  0  3,000,000
　　　　　    花のまちづくり事業受託収益 　　  1,411,000    0    0    0    0    1,411,000  
　　　　　　入園料等収益 　 (  0 ) (  25,800,000 ) (  0 ) (  25,800,000 ) (  0 ) (  25,800,000 )
　　　　　　　入園料収益 　　   0    25,000,000    0    25,000,000    0    25,000,000  
　　　　　　　貸館利用料収益 　　   0    800,000    0    800,000    0    800,000  
　　　　　　自主事業収益 　 (  0 ) (  2,000,000 ) (  0 ) (  2,000,000 ) (  0 ) (  2,000,000 )
　　　　　　　企画事業収益 　　   0    2,000,000    0    2,000,000    0    2,000,000  
　　　　　　物品販売等収益 　 (  0 ) (  0 ) (  18,700,000 ) (  18,700,000 ) (  0 ) (  18,700,000 )
　　　　　　　物品販売収益 　　   0    0    16,000,000    16,000,000    0    16,000,000  
　　　　　　　委託販売収益 　　   0    0    1,500,000    1,500,000    0    1,500,000  
　　　　　　  自販機設置手数料収益 　　   0    0    1,200,000    1,200,000    0    1,200,000  
　　　　受取補助金等 [  613,000 ] [  55,708,000 ] [  0 ] [  55,708,000 ] [  6,337,000 ] [  62,658,000 ]
　　　　　　受取補助金 　 (  613,000 ) (  55,708,000 ) (  0 ) (  55,708,000 ) (  6,337,000 ) (  62,658,000 )
　　　　　　　受取運営事業費補助金 　　   613,000    55,708,000    0    55,708,000    6,337,000    62,658,000  
　　　　受取負担金 [  0 ] [  300,000 ] [  120,000 ] [  420,000 ] [  0 ] [  420,000 ]
　　　　　　受取負担金 　 (  0 ) (  300,000 ) (  120,000 ) (  420,000 ) (  0 ) (  420,000 )
　　　　　　 受取管理運営等経費負担金 　　  0    300,000    120,000    420,000    0    420,000  
　　　　雑収益 [  1,000 ] [  101,000 ] [  2,000 ] [  103,000 ] [  0 ] [  104,000 ]
　　　　　　受取利息 　   1,000    1,000    1,000    2,000    0    3,000  
　　　　　　雑収益 　 (  0 ) (  100,000 ) (  1,000 ) (  101,000 ) (  0 ) (  101,000 )
　　　　　　　雑収益 　　   0    100,000    1,000    101,000    0    101,000  
　　　　経常収益計   2,028,000    190,367,000    18,822,000    209,189,000    8,101,000    219,318,000  
　　(2) 経常費用
　　　　事業費 [  3,909,000 ] [  190,367,000 ] [  18,822,000 ] [  209,189,000 ] [  0 ] [  213,098,000 ]
　　　　　　役員報酬  0  3,000,000  0  3,000,000  0  3,000,000  
　　　　　　給料 　   506,000    15,563,000    743,000    16,306,000    0    16,812,000  
　　　　　　職員手当 　   163,000    6,003,000    240,000    6,243,000    0    6,406,000  
　　　　　　臨時雇賃金 　   424,000    30,485,000    2,596,000    33,081,000    0    33,505,000  
　　　　　　福利厚生費 　   127,000    6,703,000    454,000    7,157,000    0    7,284,000  
　　　　　　災害補償費 　   1,000    7,000    1,000    8,000    0    9,000  
　　　　　　交際費 　   0    0    0    0    0    0  
　　　　　　旅費交通費 　   0    245,000    0    245,000    0    245,000  
　　　　　　通信運搬費 　   32,000    1,062,000    8,000    1,070,000    0    1,102,000  
　　　　　　消耗什器備品費 　   0    0    0    0    0    0  
　　　　　　消耗品費 　   30,000    8,802,000    139,000    8,941,000    0    8,971,000  
　　　　　　原材料費 　   2,165,000    24,193,000    0    24,193,000    0    26,358,000  
　　　　　　修繕費 　   2,000    1,243,000    2,000    1,245,000    0    1,247,000  
　　　　　　印刷製本費 　   0    430,000    0    430,000    0    430,000  
　　　　　　燃料費 　   1,000    502,000    1,000    503,000    0    504,000  
　　　　　　光熱水料費 　   0    8,251,000    702,000    8,953,000    0    8,953,000  
　　　　　　食糧費 　   0    50,000    0    50,000    0    50,000  
　　　　　　賃借料 　   33,000    4,581,000    1,976,000    6,557,000    0    6,590,000  
　　　　　　保険料 　   2,000    162,000    2,000    164,000    0    166,000  
　　　　　　支払手数料 　   4,000    419,000    5,000    424,000    0    428,000  
　　　　　　広告料 　   0    4,560,000    0    4,560,000    0    4,560,000  
　　　　　　諸謝金 　   0    1,939,000    0    1,939,000    0    1,939,000  
　　　　　　租税公課 　   1,000    4,359,000    401,000    4,760,000    0    4,761,000  
　　　　　　支払負担金 　   369,000    14,584,000    543,000    15,127,000    0    15,496,000  
　　　　　　支払寄付金 　   0    0    40,000    40,000    0    40,000  
　　　　　　委託費 　   7,000    51,147,000    836,000    51,983,000    0    51,990,000  
　　　　　　工事請負費 　   0    500,000    0    500,000    0    500,000  
　　　　　　賞与引当金繰入額 　   42,000    1,535,000    62,000    1,597,000    0    1,639,000  
　　　　　　商品仕入費 　   0    0    9,921,000    9,921,000    0    9,921,000  
　　　　　　期首商品棚卸高 　   0    0    5,779,491    5,779,491    0    5,779,491  
　　　　　　期末商品棚卸高 　   0    0   ▲ 5,779,491   ▲ 5,779,491    0   ▲ 5,779,491  
　　　　　　雑費 　   0    42,000    150,000    192,000    0    192,000  

科　　　　　目

実施事業等会計 その他会計

法人会計 　合　　計フラワーランド
管理運営事業

花のまちづくり
推進事業

物販販売事業
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令和6年度正味財産増減予算書内訳表

令和 6年4月1日から 令和 7年3月31日まで
（単位：円）

小計
科　　　　　目

実施事業等会計 その他会計

法人会計 　合　　計フラワーランド
管理運営事業

花のまちづくり
推進事業

物販販売事業

　　　　管理費 [  0 ] [  0 ] [  0 ] [  0 ] [  5,458,000 ] [  5,458,000 ]
　　　　　　役員報酬 　   0    0    0    0    209,000    209,000  
　　　　　　給料 　   0    0    0    0    855,000    855,000  
　　　　　　職員手当 　   0    0    0    0    276,000    276,000  
　　　　　　福利厚生費 　   0    0    0    0    117,000    117,000  
　　　　　　災害補償費 　   0    0    0    0    1,000    1,000  
　　　　　　交際費 　   0    0    0    0    10,000    10,000  
　　　　　　旅費交通費 　   0    0    0    0    11,000    11,000  
　　　　　　通信運搬費 　   0    0    0    0    13,000    13,000  
　　　　　　減価償却費 　 (  0 ) (  0 ) (  0 ) (  0 ) (  60,000 ) (  60,000 )
　　　　　　　構築物減価償却費 　　   0    0    0    0    60,000    60,000  
　　　　　　消耗品費 　   0    0    0    0    24,000    24,000  
　　　　　　修繕費 　   0    0    0    0    3,000    3,000  
　　　　　　印刷製本費 　   0    0    0    0    0    0  
　　　　　　燃料費 　   0    0    0    0    1,000    1,000  
　　　　　　光熱水料費 　   0    0    0    0    715,000    715,000  
　　　　　　食糧費 　  0  0  0  0  3,000  3,000
　　　　　　賃借料 　   0    0    0    0    37,000    37,000  
　　　　　　保険料 　   0    0    0    0    2,000    2,000  
　　　　　　支払手数料 　   0    0    0    0    533,000    533,000  
　　　　　　租税公課 　   0    0    0    0    168,000    168,000  
　　　　　　支払負担金 　   0    0    0    0    1,641,000    1,641,000  
　　　　　　委託費 　   0    0    0    0    708,000    708,000  
　　　　　　賞与引当金繰入額 　   0    0    0    0    71,000    71,000  
　　　　経常費用計   3,909,000    190,367,000    18,822,000    209,189,000    5,458,000    218,556,000  
　　　　当期経常増減額  ▲ 1,881,000    0    0    0    2,643,000    762,000  
　２．経常外増減の部
　　(1) 経常外収益
　　　　経常外収益計   0    0    0    0    0    0  
　　(2) 経常外費用
　　　　経常外費用計   0    0    0    0    0    0  
　　　　当期経常外増減額   0    0    0    0    0    0  
　　　　他会計振替額  1,881,000  0  0  0 ▲ 1,881,000  0
        税引前当期一般正味財産増減額  0  0  0  0  762,000  762,000
        法人税、住民税及び事業税  0  0  0  0  822,000  822,000
　　　　当期一般正味財産増減額   0    0    0    0   ▲ 60,000   ▲ 60,000  
　　　　一般正味財産期首残高   0    16,747,807    9,444,544    26,192,351    237,618    26,429,969  
　　　　一般正味財産期末残高   0    16,747,807    9,444,544    26,192,351    177,618    26,369,969  
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額   0    0    0    0    0    0  
　　　　指定正味財産期首残高   10,000,000    0    0    0    0    10,000,000  
　　　　指定正味財産期末残高   10,000,000    0    0    0    0    10,000,000  
Ⅲ　正味財産期末残高   10,000,000    16,747,807    9,444,544    26,192,351    177,618    36,369,969  
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自

至

（1）資金調達の見込みについて

　　　当期中における借入れの予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合は、その借入れ先等を
　記載してください。

✔

事業番号 借入先

（2）設備投資の見込みについて

　　 当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の有無を記載し、設備投資の予定が
  ある場合は、その内容等を記載してください。

✔

事業番号 設備投資の内容 支出又は収入の予定額
資金調達方法

又は取得資金の使途

金額 使途

設備投資の予定 　あ　り 　な　し

事業
年度

令和　６　年　４　月　　１日　

令和　７　年　３　月　３１日

資金調達及び設備投資の見込みについて

借入れの予定 　あ　り 　な　し
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